
　放課後クッキングクラブの活動充実とボランティアス
タッフの技術向上を目的に子ども料理教室を開催しました。
　今回のメイン料理は『手打ちうどん』。子どもたちが町
内のスーパーで食材を選ぶところから始まりました。放課
後クッキングクラブのスタッフから手打ちうどんの作り方
を習い、手でこねたり足で踏んだりしてうどんの生地を作
りました。子どもたちの頑張りの甲斐もあり、歯ごたえの
良いコシのあるうどんができました。初めて手打ちうどん
を作る子どもたちが多く、粉からうどんになる様子を楽し
みながら経験することができました。

子ども料理教室子ども料理教室�７月31日（木）・８月21日（木）
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予算総額
232,621
千円

予算総額
232,621
千円

収入の部 支出の部

会費収入 3,300
寄附金収入 1,500

経常経費補助金収入 11,569

受託金収入
37,757

介護保険収入 154,565

障害福祉サービス
事業費収入 390

その他収入 8,218

積立資産取崩収入 
15,322

事務費支出 28,234

事業費支出（人件費含） 
190,470

助成金支出 5,599

積立資産支出 1,666

固定資産取得支出 1,444
その他支出 5,208

令和７年度　予算

重点目標

令和７年度

事 業 計 画

1組 織 の 充 実 強 化 住民総参加による社会福祉協議会組織運営の充実強化を図るとともに、事業収入の７
割を占める介護保険各事業については、利用者本位のもと、更に法人内連携を強化し
て収支の改善を図り、法人経営基盤の安定化に努めます。

2地域福祉活動事業の推進 地域で安心して自立した生活を営むために、共に助け合い、共に支え合うという意識
を広め、地域で「お互いさま」の顔が見える人間関係づくりや生活課題の共有・共感
を図りながら、地域に密着した地域福祉事業を推進します。
特に、生活支援コーディネーターを中心に支え合いの地域づくりや課題解決に向けて
取り組みます。「くにみささえ愛」活動として町内全域に広め、有償ボランティア制
度を推進します。

3高 齢 者 福 祉 の 推 進 地域において高齢者が、住み慣れた地域の中で孤立することなく、生きがい活動を通
し、元気に安心して生活できるよう地域住民の参加と協力による支え合い・助け合い
の活動のもと、日常的なふれあいや子どもたちと交流を行う「よりあいどころ」など
の「場づくり」を推進します。
また、地域における自主的運営を担う組織・団体等に助成及び活動支援を行います。

4ボランティア活動の推進 ボランティア活動のニーズを把握しコーディネートを行うとともに、ボランティア養
成講座や研修会を開催し、ボランティア人口の拡大、充実に努めます。
また、災害時ボランティアの育成と人材確保を図るとともに、災害時支援協定の推進
と協定団体との連携を図ります。

5介護サービス事業の充実 利用者本人と家族の介護サービス利用目的を達成できるように、利用者等の声に耳を
傾けながらきめ細やかなサービス提供を図っていきます。
また、職員の資質向上と各事業所の介護サービスの充実に努めていきます。

6関係機関等との連携 各関係機関、福祉団体等との連携を図り、地域に定着した安心・安全の福祉活動を推
進します。

単位：千円
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実施事項

１ 一般的事業

２　介護保険事業

①組織の強化
　住民総参加による福祉活動の基盤の確立を目指
し、全世帯の理解と協力を目標に各町内会長、
篤志家、各団体、事業所等関係各位の協力を得
て、地域福祉の推進を図る。
　会員の加入促進
　 一般会員 　 特別会員 　 賛助会員 
　 1,000円　　3,000円　 10,000円（法人）

②共同募金運動
　募金を通じ福祉への関心を高めながら、思いや
りのある明るい町づくりの推進を図る。
　 赤い羽根共同募金 　１世帯　600円
　 歳末たすけあい運動 　１世帯　550円

③高齢者福祉
・おせち料理配食贈呈事業（共同募金共催）
・敬老会の助成
・寿クラブ連合会活動助成及び事務事業に協力
・地域の居場所活動維持助成
・いきいきサロン交流事業（町受託事業）
・生きがい活動支援デイサービス事業（町受託事業）
・生活支援コーディネーター配置事業（町受託事業）

④児童及び青少年の福祉
・青少年活動支援事業
・小学生による一人暮らし高齢者年賀状贈呈事業

⑤地域福祉事業
・地域福祉活動計画の策定
・各種団体の活動助成及び事務事業に協力
　　手をつなぐ親の会、身体障がい者福祉会、
　　遺族会

・社会を明るくする運動の推進
・心配ごと相談所の開設
・地域福祉活動事業
・ふれあいバスツアー事業

⑥障害福祉サービス事業
・障害者総合支援法に基づく訪問介護サービスの実施

⑦生活困窮者支援事業
・貸付金事業
　生活援助資金貸付事業（町社協単独事業）
　生活福祉資金貸付事業（県社協受託事業）
・フードバンク管理運営事業（町補助事業）

⑧日常生活自立支援（あんしんサポート）事業
（県社協受託事業）

・生活支援員による日常的金銭管理支援等

⑨避難行動要支援者支援事業（町受託事業）

⑩地域福祉ネットワーク事業
・ボランティアセンター運営事業（町補助事業）
・災害時ボランティア関連

⑪日本赤十字社活動支援
・日赤国見町分区による活動費募集事務
・各種災害等義援金の送金事務
・日赤活動費　一世帯 600円

⑫地域包括支援センター運営事業
（町受託事業）

　介護、医療、福祉をはじめとした様々な総合相談、
援助等を行う。

①居宅介護支援事業
　介護支援専門員による居宅介護サービスプラン
の作成

②介護予防支援事業（日常生活支援総合事業）
　要支援者に対する介護予防プランの作成

③訪問介護（ホームヘルプサービス）事業
　訪問介護員による介助や日常生活の援助

④通所介護（デイサービス）事業
　国見町デイサービスセンター内での交流、入浴、
軽体操等のサービス提供
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令和６年度

事 業 報 告

１．法人運営
◆理事会・評議員会の開催◆
　理事会４回、評議員会３回、監事監査会１回、評議員選任・解任委員会１回

２．一般的事業
◆組織充実の強化◆
　会員の加入促進にご協力いただきました。

※特別会員　内１名、5,000円納入

◆令和６年度にご協力いただいた賛助会員の皆様◆
　荏原風力機械国見工場様　大和田金物店様　鬼わさび本舗様　国見ガス住宅設備様
　国見町商工会様　国見町土木建設業協会様　国見ライオンズクラブ様　公立藤田総合病院様
　佐藤抜型製作所様　福島信用金庫国見支店様　ふくしま未来農協国見支店様
　八巻石材工業様　豊産業様　吉田モータース様　（五十音順）

◆寄　附　金◆

◆共同募金運動・共同募金活動の協力◆
　令和６年度赤い羽根共同募金及び歳末たすけあい募金について、町民各位のあたたかいご協力により次
の通りとなりました。
　◦赤い羽根共同募金　募金総額 1,756,663円
　　内県共同募金会に納入 723,000円
　　当年度配分金収入 1,516,580円
　　　配分内訳：社会調査費、共同募金推進費、ボランティア活動費、高齢者福祉活動費、児童福祉活動費、
　　　　　　　　地域福祉活動費
　◦歳末たすけあい募金　募金総額 1,550,483円
　　配分内訳：要介護高齢者、一人暮らし高齢者、重度障がい者、被保護・要保護世帯、ひとり親世帯

◆高齢者福祉◆
◦おせち料理贈呈事業（1,444,890円）
　75歳以上の一人暮らしの高齢者へ、民生委員の協力のもと、おせち料理を配布（対象者279名）
◦敬老記念品の助成（319,550円）
　永年社会のために貢献された方々に贈る敬老記念品の助成
◦町寿クラブへの活動助成（300,000円）
◦賀寿祝（花束）（30,000円）
◦地域の居場所運営助成（４か所）（40,000円）
◦いきいきサロン交流事業（町受託事業）（3,950,000円）　職員１名
　年間延利用者数 2,446名

一般会員 2,719件 2,719口 １口　1,000円 2,719,000円　 町民の皆様各世帯
特別会員 120件 120口 １口　3,000円 362,000円※ 役員、町内会長、民生委員等、篤志家の皆様
賛助会員 16件 16口 １口 10,000円 160,000円　 法人、団体の皆様

合　　　計 3,241,000円　

ご 遺 志 89件 1,530,000円
合計 1,541,037円寄 附 金 2件 11,037円

物品寄附 16件 介護用品、日用品等
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◦生きがい活動支援通所介護事業（町受託事業）（4,270,000円）　職員３名
　年間延利用者数 1,465名
◦生活支援コーディネーター配置事業（町受託事業）（5,870,000円）　職員１名
　支え合いによる地域づくりに向け、地域の特性を生かした仕組みづくりを進めるコーディネーター（社
会福祉士）１名を配置

◆児童・青少年の福祉◆
◦青少年健全育成助成（200,000円）
◦青少年活動支援事業（60,000円）放課後クッキングクラブ
◦小学生による一人暮らし高齢者への年賀状贈呈事業（25,500円）
◦年少者向けイベントの開催、小学校への図書寄贈等（221,620円）

◆地域福祉◆
◦各種団体の育成並びに助成（140,000円）　手をつなぐ親の会、身体障がい者福祉会、遺族会
◦明るい社会づくり運動推進（63,000円）　保護司会、更生保護女性会
◦心配ごと相談事業（90,000円）　民生児童委員協議会
◦町内会長連絡協議会助成（100,000円）
◦ボランティアセンターの開設運営（町補助事業）　職員１名（1,000,000円）
◦貸付金事業
　生活援助資金貸付　償還中16名、生活福祉資金貸付（県社協受託事業）　償還中16名
◦あんしんサポート事業　利用者３名（67,700円）
◦避難行動要支援者支援事業（町受託事業）（1,000,000円）
◦介護者交流会（86,000円）　参加者13名
◦地域包括支援センター事業（町受託事業）　職員４名（22,691,899円）
◦日赤活動資金募集・社費依頼（3,085件）（1,789,504円）
◦フードバンク管理運営（共同募金、県社協、企業・団体からの食糧支援）
　生活困窮等、様々な理由で食べ物に困っている方へ、食糧を提供
　10世帯（延べ62人）　261日分 1,094食
◦認知症カフェの実施（認知症対応の推進）

◆障がい者福祉◆
◦障害福祉サービス事業（470,330円）

◆各種団体の事務協力◆
◦寿クラブ連合会　身体障がい者福祉会　手をつなぐ親の会　遺族会　赤十字奉仕団

３．介護保険事業
◇居宅介護支援事業所◇
　介護支援専門員（ケアマネージャー）による居宅サービス計画等作成
　事業収入 28,623,870円（対前年比107.0％）　利用件数 1,708件
◇介護予防支援事業（地域包括支援センター）◇
　要支援認定者に対するケアプラン
　事業収入 5,030,260円（対前年比92.5％）　利用件数 1,114件
◇訪問介護事業所（ホームヘルプサービス）◇
　訪問介護員によるサービスの提供
　事業収入 45,433,473円（対前年比98.8％）　利用件数 13,001件　年間延利用者数 812名
◇通所介護事業所（国見町デイサービスセンター）◇
　通所による入浴、食事、機能訓練等のサービス提供
　事業収入 63,507,557円（対前年比94.6％）　利用件数 5,734件　年間延利用者数 837名
　　内訳　一般型 3,563件　認知症型 1,167件　予防 1,004件
　稼働日数 308日　１日平均利用者数：一般型（予防含）15名、認知症型４名　計19名

介護保険事業収入総計　　142,595,160円
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令和６年度

決 算 書
令和６年度一般会計資金収支決算書
自：令和６年４月１日　至：令和７年３月31日

収　　　入 支　　　出
科　　目 決算額 科　　目 決算額

事
業
活
動

１．会費収入 3,241,000 １．人件費支出 158,579,729
２．寄附金収入 1,541,037 ２．事業費支出 14,110,332
３．経常経費補助金収入 10,997,100 ３．事務費支出 27,257,270
４．受託金収入 38,324,719 ４．助成金支出 5,271,790
５．介護保険収入 142,595,160
６．障害福祉サービス事業収入 488,680
７．受取利息配当金収入 28,297
８．その他の収入 1,363,250

事業活動収入計⑴ 198,579,243 事業活動支出計⑵ 205,219,121
事業活動資金収支差額　⑶＝⑴－⑵ △ 6,639,878

施
設
整
備
等

１．施設整備等補助金収入 0 １．固定資産取得支出 2,763,860
２．その他施設整備等による支出 0

施設整備等収入計⑷ 0 施設整備等支出計⑸ 2,763,860
施設整備等資金収支差額　⑹＝⑷－⑸ △ 2,763,860

そ
の
他
の
活
動

１．長期貸付金回収収入 326,000 １．長期貸付金支出 370,000
２．積立資産取崩収入 23,350,622 ２．積立資産支出 1,671,852
３．その他の活動による収入 0 ３．その他の活動による支出 5,557,640

その他の活動収入計⑺ 23,676,622 その他の活動支出計⑻ 7,599,492
その他の活動資金収支差額　⑼＝⑺－⑻ 16,077,130

当期資金収支差額合計　⑽＝⑶＋⑹＋⑼ 6,673,392
前期末支払資金残高　　⑾ 47,833,550
当期末支払資金残高　　⑿＝⑽＋⑾ 54,506,942

貸借対照表
令和７年３月31日現在

資産の部 負債の部
流動資産 70,691,659 流動負債 22,419,396

現金預金 42,711,598 事業未払金 15,206,112
事業未収金 27,980,061 預り金 725,569

職員預り金 253,036
賞与引当金 6,234,679

固定資産 146,089,185 固定負債 46,330,840
基本財産 35,692,298 退職給付引当金 46,330,840

定期預金 1,000,000
土地 17,500,000 負債の部合計 68,750,236
建物 17,192,298 純資産の部

その他固定資産 110,396,887 基本金 37,190,000
建物 4,010,405
構築物 797,574 国庫補助金等

特別積立金車両運搬具 510,748
器具及び備品 2,878,043 国庫補助金等特別積立金 4,143,089
ソフトウェア 112,347 その他積立金 55,433,260
退職手当積立基金預け金 33,774,690 次期繰越活動

増減差額
51,264,259

退職給付引当資産 12,450,970
その他積立資産 55,433,260 次期繰越活動増減差額 51,264,259
長期貸付金 358,000 （うち当期活動増減差額） △17,038,759
長期前払費用 70,850 純資産の部合計 148,030,608

資産の部合計 216,780,844 負債及び純資産の部合計 216,780,844

単位：円

単位：円
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ご遺志による寄附（58件）
匿名様　１名
佐藤　敬子様	（故 佐藤　次男様）
吉田　孝雄様	（故 吉田　セツ様）
佐野まつえ様	（故 佐野　正弘様）
遠藤　巧一様	（故 遠藤　久幸様）
鴨田　邦彦様	（故 鴨田　武子様）
岩城　重幸様	（故 岩城　妙子様）
遠藤　久昭様	（故 遠藤　サダ様）
髙橋　龍一様	（故 髙橋　和雄様）
徳江　清一様	（故 徳江　のぶ様）
坂本　哲夫様	（故 坂本　徳子様）
宍戸　浩司様	（故 宍戸シズエ様）
実沢　芳史様	（故 実沢　勝範様）
黒木　幸夫様	（故 後藤ウメ子様）
髙橋　一宏様	（故 髙橋　宏二様）
渋谷　貞明様	（故 渋谷　成郎様）
宍戸　三男様	（故 宍戸　光子様）
長尾　則昭様	（故 長尾フミ子様）
倉田　眞一様	（故 倉田　トキ様）
小西　春彦様	（故 小西　絹子様）
佐藤　清一様	（故 佐藤　ツイ様）
菊地　博正様	（故 菊地　マサ様）
矢目　秀雄様	（故 矢目富士子様）
井上　金六様	（故 岩城　孝子様）
佐藤　和夫様	（故 佐藤　愛子様）
松浦　　司様	（故 松浦　久男様）
中野　　実様	（故 中野　シナ様）

佐藤　　孝様	（故 佐藤ヨウ子様）
黒木　幸夫様	（故 後藤　義明様）
松浦　壽夫様	（故 松浦　愛子様）
小池　克則様	（故 小池　澄子様）
寺島　正樹様	（故 寺島　　正様）
市川　達也様	（故 市川　多門様）
八巻　誠一様	（故 八巻喜久代様）
小野　和子様	（故 小野　　努様）
佐々木和教様	（故 佐々木和保様）
髙橋　秀智様	（故 髙橋　和枝様）
山口　大介様	（故 吉田ヨシ子様）
武田　宏行様	（故 武田　里子様）
紺野　　一様	（故 紺野シマ子様）
黒田　勝夫様	（故 黒田　武次様）
佐藤　　渉様	（故 佐藤喜代治様）
武田　義信様	（故 武田　君枝様）
林　　昭司様	（故 林　登美子様）
後藤　正幸様	（故 後藤　フキ様）
秦　陽一郎様	（故 秦　　次男様）
谷津　雪子様	（故 谷津　亀俊様）
佐野　良宏様	（故 佐野　富雄様）
佐藤　洋子様	（故 佐藤　豊治様）
佐野まつえ様	（故 佐野　イク様）
蓬田　正一様	（故 蓬田ナミ子様）
徳江　勝美様	（故 徳江　昭一様）
小野　禎寛様	（故 小野ヨシノ様）
武田　俊秀様	（故 武田　　滿様）

村上　信夫様	（故 村上　喜藏様）
紺野　秀一様	（故 紺野　尚子様）
菊地　国光様	（故 菊地　フキ様）
石井　直人様	（故 石井　　直様）
後藤　　聡様	（故 後藤　綾子様）

物品寄附（13件）

匿名様　３名……衣類、介護用品
佐野まつえ様……………介護用品
佐藤　　宏様……………介護用品
徳江　典子様……………介護用品
朽木クニ子様……衣類、介護用品
八巻　誠一様……………介護用品
齋藤　和子様………毛布、タオル
岩城　重幸様……………介護用品
髙原由美子様……………介護用品
谷津　雪子様……………介護用品
紺野　秀一様……………介護用品

寄附金総額
890,000円

（令和７年１月１日～令和
７年８月31日までに寄附
をいただいた皆様です）

理事（会　長） 寺
てらしま

島　長
たけし

司 介護保険運営協議会長

理事（副会長） 佐
さと う

藤　清
せいじ

二 学識経験者

理事（副会長） 阿
あ べ

部　　亨
とおる

ふくしま未来農協理事

理　　　事 安
あんどう

藤　典
のりお

夫 寿クラブ連合会長

理　　　事 菊
きくち

地千
ち づ こ

津子 民生児童委員協議会長

理　　　事 宍
ししど

戸　喜
よしゆき

幸 公立藤田総合病院事務長

理　　　事 高
たかはし

橋　幸
ゆきこ

子 教育委員会委員

新 理　　　事 星
ほしの

野　正
まさひろ

博 町内会長連絡協議会会長

監　　　事 菊
きくち

地　勝
かつひこ

彦 学識経験者（財務）

新 監　　　事 東
とうかいりん

海林八
や え こ

重子 学識経験者（社会福祉事業）

国見町社会福祉協議会　理事（８名）監事（２名）
任期：�令和７年６月25日から令和８年度決算に関する定時評

議員会の終結の時まで

国見町社会福祉協議会　評議員（12名）
任期：�令和７年６月25日から令和10年度決算に係る定時評議

員会の終結の時まで

評　議　員 齋
さいとう

藤　茂
しげき

樹 社会福祉法人厚慈会常務執行理事

評　議　員 佐
さとう

藤　文
あやこ

子 あんしんサポート生活支援員

評　議　員 佐
さとう

藤　庄
しょうぞう

藏 町内会長連絡協議会理事

新 評　議　員 佐
さとう

藤　　武
たけし
消防団長

評　議　員 鈴
すずき

木　道
みちよ

代 国見町レクリエーション協会長

評　議　員 近
ちかひさ

久　寿
としゆき

幸 土木建設業協会長

評　議　員 畑
はた

　　善
よしのり

徳 人権擁護委員

評　議　員 村
むらき

木　陽
ようこ

子 健康推進協議会長

評　議　員 安
やすだ

田　節
せつこ

子 婦人会連絡協議会長

評　議　員 矢
や べ

部ヒロ子
こ

寿クラブ連合会副会長・女性部長

評　議　員 八
やまき

巻　忠
ただよし

義 民生児童委員協議会副会長

評　議　員 由
ゆ い

井　英
ひでお

夫 商工会副会長

理事・監事・評議員ともに任期満了まで当国見町社会福祉協議会の事業推進のためにご活躍いただくことになります。� ＊五十音順　敬称略
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2025．10　くにみ社協だより すまいる

　小中学生の夏休み期間を利用して、地域福祉
に対する理解や関心を持つきっかけ作りとボラ
ンティア活動への積極的な参加を目的に開催し
ています。
　町内の小学４年生から中学生の13名が、７月
22日（火）から８月８日（金）までの12日間、藤田
保育所、国見の里、あつかし荘、いきいきサロン、
生きがいデイサービス、国見町デイサービスセ
ンターでボランティア活動を行いました。
　開講式での事前研修では、国見町地域包括支援センターによる認知症サポーター養成講座を開催し、高齢者疑似
体験も行いました。

７月23日㈬・24日㈭
藤田保育所

７月30日㈬
あつかし荘

７月26日㈯
国見の里

　絵本のよみきかせやソフト
ブロック遊びのお手伝いをし
ました。

　入居者との制作活動や車椅子の
乗車体験を行いました。

　たこ焼き作りの手伝いやデイ
サービスセンター利用者との交
流を行いました。

第第1818回サマーショートボランティアスクール回サマーショートボランティアスクール2025年
夏

７月28日㈪
いきいきサロン板橋南地区

　利用者と一緒に歌を歌ったり、防災食を作ったりして
交流を図りました。

8



くにみ社協だより すまいる　2025．10

７月30日㈬・31日㈭
生きがいデイサービス

８月１日㈮・４日㈪・
５日㈫・６日㈬　

国見町デイサービスセンター

８月８日㈮
閉講式

　利用者と一緒に制作活動を
通して交流を図りました。

　国見町デイサービスセンターの
夏祭りでスイカ割りや輪投げのお
手伝いをしました。

　閉講式では一人一人が参加証を受け取り、サマーショートボランティアスクールに参加した
感想を発表しました。参加者からは「人と話すことが苦手だったが、初めて会う人たちとの会
話を楽しみながら参加することができた。自分の成長を感じることができた」「これからも積
極的にボランティアへ参加していきたい」などの感想が聞かれました。

次回も多くのご参加お待ちしています

　町内に住む小学生以上の方を対象に世代を超えて楽しむことができるマンカラ大会を開催しました。
　国見町レクリエーション協会（インストラクター有資格者）がマンカラの指導や講習会を行い、初めてマン
カラを行う方も安心して参加することができました。大会には13名が参加し、対戦相手とコミュニケーション
を図りながら楽しく交流をしていました。

マンカラマンカラ
大会大会
７月５日㈯７月５日㈯
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 令和7年4月18日、桑折町保健福祉センターやすらぎ園を会場に、だて青年
会議所と国見町社会福祉協議会との間で「災害時における協力に関する協
定」の合同締結式が執り行われました。
 本協定では、災害発生時における救援物資の提供や、災害ボランティア活
動への協力などが主な内容となっており、非常に心強い連携となるもので
す。

　令和７年４月１１日、国見町共同募金会より「放課後クッキングクラブ」に
食器類を寄贈しました。
　このクラブは、観月台文化センター調理室を会場に、月１回のペースで開
催されている食育活動です。通常の子ども食堂とは異なり、子どもたちがボ
ランティアと一緒に調理を行うことを特色としており、初めて包丁を握る児
童や、IH 化が進む家庭環境の中でガスコンロを初めて使うといった子ども
たちも多く参加しています。
　将来の自立や、ひとり暮らしに備えて、子どものうちから「食」に親しむ
体験を通じて、調理の楽しさと基本を学び、「生きる力」を育むことを目的

に活動が続けられており、国見町社会福祉協議会としてもこの取り組みを応援しています。

　令和７年７月１日、国見町役場において、国見町社会福祉協議会と国見
町における「福祉避難所における人的支援に関する協定」及び「災害ボラ
ンティアセンターの設置・運営等に関する協定」の締結式を行いました。
　国見町社会福祉協議会では、これまで東日本大震災と２回の福島県沖地
震における国見町災害ボランティアセンターの運営のほか、大雪災害（国
見町赤十字奉仕団）大雨災害（職員、国見町赤十字奉仕団）など活動して
まいりました。
　今回の協定により、よりスムースに対応できるようになると思いますが、
何よりも大きな災害など発生しないことを願っています。

　国見町赤い羽根共同募金会より、国見小学校へ福祉図書と椅子の寄贈を行
いました。
　当初は、子ども会支援の代替として小学生を対象としたバス旅行を計画し
ておりましたが、小学校との協議を重ねた結果、① 福祉図書の寄贈　② 児
童が利用するコミュニティスペース用の椅子の寄贈という形に変更して実施
することとなりました。
　子どもたちが日々の生活や学習を通して、福祉への理解を深めるきっかけ
となることを願っています。

「災害時における協力に関する協定」合同締結式を開催

放課後クッキングクラブに食器類を寄贈

国見町と国見町社会福祉協議会との災害時における相互連携協定締結式

国見小学校へ福祉図書と椅子を寄贈

●予約は
不要です。
直接お越し
下さい。

午前９時から正午 観月台文化センター　第２和室（１階）時　　間

相談日程

場　　所

心 配 相 談ご と
お気軽に

ご相談ください
毎月 第２、第４木曜日　民生委員による
心配ごと相談所を開設しています。

10月９日㈭：佐藤博子・富野千代子
10月22日㈬：菊地千津子・八巻忠義（行政相談）
11月13日㈭：安孫子美喜子・鍛治内悦子

11月27日㈭：鈴木典子・齋藤美知子（児童相談）
12月10日㈬：菊地千津子・八巻忠義（人権相談）
12月18日㈭：未定
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第１回 第１回 くにみくにみ男塾男塾    陶芸体験陶芸体験

第２回 第２回 くにみくにみ男塾男塾    珈琲の淹れ方講座珈琲の淹れ方講座

　令和７年７月15日桃山房窯の鈴木徹先生をお招きし、60歳以上の男性を対象とした“陶芸体験”
を実施しました。今回はマグカップ、お皿、スプーンを制作。作業中はみなさん集中して取り組み、
完成した作品を見せ合いながら焼き上がりを楽しみにされていました。

　令和７年９月17日には椏久里珈琲の市澤秀耕先生より“珈琲の淹れ方講座“を開催しました。
　豆から珈琲を淹れることが初めての方もいるなかで、丁寧に美味しい珈琲の淹れ方を教えてい
ただきました。部屋中に珈琲の香りを漂わせながら、自分で淹れて飲む珈琲の味は格別でした。
前回のくにみ男塾で制作したマイカップで、ご自宅でも楽しんでいただければと思います。
　今後も様々な企画を通して、新たな交流や趣味活動のきっかけへ繋がれば嬉しく思います。

有償ボランティアの活動内容について
令和７年10月～新たな活動内容に『話し相手』が追加
ボランティアの方がご自宅へ伺い、お話を伺います！

有償ボランティア
とは？

活動内容

謝 礼 金

　高齢者等を対象に日常生活のちょっとした困りごとを住民同士で解決するサービス
です。サービスを利用する「利用会員」とサービスを提供する「ささえあい隊員」を国見
町社会福祉協議会がお繋ぎします。

①ゴミ出し　②粗大ごみ出し　③草むしり　④買い物支援　⑤灯油補充
⑥雪掃き　⑦話し相手（新）　⑧その他　例）電球交換、除草剤散布など
　※身体介助など専門の資格を必要とする活動や危険を伴うことが想定される活動は行いません。

30分未満 300円、
30分以上60分未満 600円

担当：生活支援コーディネーター　大宮　拓馬
TEL：024-585-3420
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赤い羽根共同募金にご協力お願いします赤い羽根共同募金にご協力お願いします
令和７年度赤い羽根共同募金運動スローガン

やさしさが　未来を創る　赤い羽根
　10月１日から「赤い羽根共同募金運動」が始まりました。
　毎年、町内会を通してご協力いただいている戸別募金をはじめ、学校募金や職域募金等、深いご理解
ご協力をいただきまして誠にありがとうございます。
　集められた募金は、全額福島県共同募金会へ送金後、厳正な審査を経て配分されます。地域での様々
な福祉活動に役立てられるほか、災害が起きたときには災害ボランティアセンターの設置や運営、被災
地支援などにも役立てられています。今年度も、皆様からのあたたかいご支援をお願いいたします。

　そのほか、赤い羽根共同募金の助成を受け、生活困窮者に対する『緊急食糧支援事業』の受付を
随時行っております。

国見社協では通年を通して募金箱を設置しているほか、
一定金額以上のご協力をいただいた方にノベルティを進呈しております。

 10円以上：しおり（初音ミク）、ワッペン（ドラえもん）
200円以上：クリアファイル（ドラえもん、初音ミク、映画アイドルプリキュア）
500円以上：ボールペン（初音ミク、赤い羽根）、ピンバッジ（初音ミク、赤い羽根）

※「くにみ社協だより」の作成費用の一部として、共同募金配分金を活用させていただいております。

赤い羽根共同募金のつかいみち
　　・一人暮らし高齢者へのおせち・年賀状贈呈事業
　　・ボランティア団体活動助成
　　・単位老人クラブ活動助成
　　・子ども向けイベントの開催
　　・サマーショートボランティア、地域ボランティアリーダー研修会の実施
　　・広報誌の発行

歳末たすけあい共同募金のつかいみち
　　・歳末たすけあい激励金贈呈事業
　　　（ひとり暮らし高齢者、重度介護者、在宅心身障がい者、ひとり親世帯、生活困窮世帯）

令和７年度目標金額

赤い羽根共同募金 1,750,000円、歳末たすけあい共同募金 1,560,000円
※一世帯目標金額　赤い羽根共同募金 600円、歳末たすけあい共同募金 550円

Art by カニノト_kaninoto © CFM Art by あと© CFM


